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ものづくりの
更なる振興について

 北陸新幹線金沢開業の効果は、
 企業誘致の面でも好影響があったのか。
Ａ. 開業前が年平均 5 社のところ、開業後は年平均 11 社
と約2倍になっている。

 北陸新幹線県内全線開業にむけた
 アクションプランに掲げた施策の実現への
 意気込みはどうか。
Ａ. 新たな商品・サービスの開発に取り組む意欲ある企業
に対して支援するなど、県内全線開業効果がものづくり産
業などにも波及するように取り組む。 

 本県の伝統産業振興を図るためには、現場の声を
 聴く機会を充実させるとともに、細やかな支援を 
 なし得る体制充実が必要と考えるがどうか。
Ａ. 2007年度から伝統産業振興室を設けているところで
あり、今後とも、伝統産業の振興に取り組んでまいり
たい。

仕事と生活の
調和の推進について

 一般事業主行動計画の策定等の対象を従業員数
 21人以上の企業に拡大したが、その成果はどうか。
Ａ. 2018 年度末時点で、約 400 社の企業において行動計
画が策定されており、働きやすい職場づくりの実現が重要
との認識が広まりつつあると考えている。

 県民の仕事と生活の調和の推進の観点から、
 公契約条例の制定を前むきに検討してはどうか。
Ａ. 関係法令によって最低賃金等の労働基準の確保が

図られているところであり、国や他県の動向を注視して
まいりたい。 

 宅配便の再配達防止に有効な宅配ボックス設置を
 啓発してきたのか。また、今後、パンフレット等で
 啓発を進めてはどうか。
Ａ. 受取時間帯や受取場所の指定により、できるだけ１回
で受け取ることを働きかけているところであり、今後とも啓
発に努めてまいりたい。 

 本県の医療現場の現状への認識と対策は
 どうするか。
Ａ. 医療従事者の業務は増大していると認識している。今
後とも、医療従事者の勤務環境の改善を後押ししてまいり
たい。

 県立病院では、看護師等が年次有給休暇を取得
 しやすい職場環境づくりをどのように取り組んで
 いるのか。
Ａ. 連続した休暇が取得しやすいよう仕組みを設けるととも
に、取得者の業務をカバーする体制をあらかじめ整えてお
くなど、環境づくりに努めている。

 県職員の精神疾患による新規病気休暇者が過去
 10年で最多となった原因は何か。また、パワー・
 ハラスメント防止にむけた対策はどうするのか。
Ａ. 要因が複雑に関係し、相互に影響する場合も多いこと
から、増加原因を特定することは困難である。パワー・ハラ
スメントについては、あってはならないことと考えており、国
の検討会の状況も注視しつつ、適切に対応してまいりたい。

　

 スポーツの振興について

 地元トップスポーツチームとの協定により
 実施しているスポーツ教室等の
 実施状況はどうか。
Ａ. 昨年度、県内各地の小学校 17 校、中学校 7 校で約
1,300 人を対象に実施し、学校、チーム双方から好評をい
ただいた。

 まめだ簡易グラウンドサッカー場の人工芝化につ
 いて、県サッカー協会等から要望書が提出された
 が、工事期間中は使用できないことに利用者の理
 解は得られたと判断しているのか。また、今後は
 費用面の検討を進めていくのか。

Ａ. 協会や連盟に加入されていない方 も々利用されていると
ころであり、　様 な々事柄について、引き続き、慎重に検
討させていただきたい。

　
子どもの口腔の健康について

 県内の学校の４割で児童生徒の口腔崩壊が確認
 されたが、現状を把握しているのか。また、子ども
 の歯と口腔の健康について、どのように考えるか。
Ａ. 現状は承知している。子どものころから歯と口腔の健
康づくりに関する生活環境が身につくよう、取り組みを進
めてまいりたい。

 県立学校での歯科検診後の歯科未受診率を把握
 しているのか。また、歯科受診率の向上にどのよ
 うに取り組むのか。
Ａ. 学校から受診状況を確認している。歯科保健教育の
充実に努めてまいりたい。 

9 月 18 日の県議会一般質問において、6 月議会に続き発言
の機会をいただきました。今回も、子育て世代の皆さまや地
域の皆さま、働く皆さまからお伺いした声を、議会で提言す
る質問をめざし、発言をさせていただきました。
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中小企業の皆さまに課題や要望などを聞きとる

答弁する谷本知事

県議会一般質問
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お住まいの地域で困ったことはございませんか？

　地元の方から「崖に面する道路沿いのフェンスが壊
れていて通行する子どもたちやお年寄りなど大変危険で
ある」とのご連絡をいただきました。
　町会長さんともお話しさせていただき、道路管理者
である金沢市に町会・住民の声を届けたところ、早急
に現場を確認いただき危険箇所の修繕をしていただき
ました。

解決事例❶

崖に面する道路沿いフェンスの修繕
　地元の方から「通学路にもなっている見通しの悪い
交差点が危険である」とのご連絡をいただきました。
笠舞 2 丁目にある車の交通量も少なくない道路で、私
も運転・歩行の際には気をつけていた交差点です。
　地元 3 町会の町会長さんともお話しさせていただき、
道路管理者である金沢市と石川県警に町会・住民の声
を届けたところ、道路に減速表示をしていただきました。

解決事例❷

見通しの悪い交差点道路に減速表示

地域でお困りのこと、
お気軽にご連絡ください！

打出きよふみ事務所
金沢市小立野 3-23-27　近藤ハイツ1階
TEL：076-260-1655／ FAX：076-209-6715
E メール：info@uchidekiyofumi.com

県議会一般質問の録画を
こちらで視聴することが可能です。
ぜひご覧ください。


